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�

鶴
ヶ
島
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
の

国
庫
支
出
金
の
受
け
皿
と
し
て
、
基
金

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

�

鶴
ヶ
島
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
金
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
医
療
費
助
成
金

の
支
給
対
象
者
と
し
な
い
者
の
規
定
に

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う

者
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

�

鶴
ヶ
島
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

産
科
医
療
補
償
制
度
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
を
、
３
万
円
を
限
度
と
し
て
加
算

す
る
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

議案第１２号議案第１３号議案第１４号

 
土  
里 
の
基
金
」
は
産
業
振
興
課
の
所
管

ど 

り

で
農
林
水
産
業
費
と
な
り
、
緑
だ
け
で

は
な
く
水
辺
や
里
山
な
ど
幅
広
く
保
全

す
る
意
味
合
い
で
位
置
づ
け
る
も
の
で

あ
る
。

�

鶴
ヶ
島
市
福
祉
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

�

基
金
の
目
的
が
在
宅
福
祉
か
ら
福

祉
全
体
に
拡
大
さ
れ
た
理
由
は
。

�

高
齢
者
福
祉
課
長　

当
初
、
国
の

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
在
宅

福
祉
等
を
中
心
と
し
て
設
置
し
た
が
、

今
日
の
少
子
高
齢
化
全
般
に
わ
た
る
喫

緊
の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

�

鶴
ヶ
島
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

�

保
険
料
が
増
え
る
要
因
は
。

�

高
齢
者
福
祉
課
長　

介
護
報
酬
が

全
体
で
３
㌫
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
、

第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
が
増
え

る
こ
と
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
の
増

加
を
見
込
ん
で　

年
度
に
は
特
別
養
護

２３

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
主

な
要
因
と
考
え
て
い
る
。

�

保
険
料
を
据
え
置
い
た
場
合
、
不

足
す
る
財
源
の
見
込
み
額
は
。

�

健
康
福
祉
部
長　

概
算
で
、
１
億

４
０
０
０
万
円
程
度
の
不
足
が
生

じ
る
と
試
算
し
て
い
る
。
最
終
的
に
不

足
が
生
じ
た
場
合
は
、
県
の
基
金
か
ら

借
り
入
れ
て
、
次
期
計
画
で
償
還
す
る

こ
と
に
な
る
。

議案第１０号ＱＡ議案第１１号ＱＡＱＡ

�

本
市
は
国
に
お
け
る
何
級
地
か
。

�

人
事
課
長　

４
級
地
で
、
支
給
率

は　

㌫
で
あ
る
。

１０

�

鶴
ヶ
島
市
市
民
協
働
推
進
基
金
条
例
に

つ
い
て　

�

企
画
提
案
型
協
働
事
業
と
は
。

�

市
民
協
働
推
進
課
長　

市
民
、
市

民
活
動
団
体
、
企
業
が
提
案
で
き

る
事
業
で
、
そ
の
財
源
を
担
保
す
る
た

め
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

事
業
の
審
査
機
関
は
。

�

市
民
協
働
推
進
課
長　

公
募
し
た

市
民
を
入
れ
た
市
民
協
働
推
進
委

員
会
で
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

鶴
ヶ
島
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

�

し
尿
く
み
取
り
の
世
帯
数
は
。

�

生
活
環
境
課
長　

全
世
帯
の
約
３

㌫
で
、
約
６
５
０
世
帯
で
あ
る
。

�

業
者
の
監
督
管
理
は
。

�

生
活
環
境
課
長　

市
が
許
可
を
与

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
監

督
、
指
導
を
し
て
い
く
。

�

鶴
ヶ
島
市 
水  
土  
里 
の
基
金
条
例
に
つ
い

み 
ど 
り

て

�

旧
「
緑
の
基
金
」
と
新
「 
水  
土  
里 

み 

ど 

り

の
基
金
」
の
名
称
と
所
管
の
変
更

理
由
は
。

�

財
政
課
長　
「
緑
の
基
金
」
は
都
市

計
画
課
の
所
管
で
土
木
費
、「 
水 み

ＱＡ議案第７号ＱＡＱＡ議案第８号ＱＡＱＡ議案第９号ＱＡ

向
け
再
配
分
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

�

鶴
ヶ
島
市
公
共
施
設
保
全
基
金
条
例
に

つ
い
て

　

市
役
所
庁
舎
、
小
中
学
校
、
公
民
館

等
の
公
共
施
設
の
保
全
に
要
す
る
財
源

に
充
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。

�

鶴
ヶ
島
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

統
計
法
の
全
部
改
正
等
に
伴
い
、
規

定
の
整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

�

鶴
ヶ
島
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
特
別
休
暇

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
に
裁
判

員
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

�

市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
引
き
続

き
当
面
の
措
置
と
し
て
市
長
等
の
給
料

月
額
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
域
手
当
の
経
過
措
置
の
規
定
を
改

め
る
も
の
で
す
。

�

職
員
組
合
と
の
合
意
は
。

�

人
事
課
長　

数
度
に
わ
た
り
交
渉

し
、
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。

議案第２号議案第３号議案第４号議案第５号議案第６号ＱＡ

�

鶴
ヶ
島
市
文
化
振
興
基
金
条
例
等
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

文
化
振
興
基
金
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

鶴
ヶ
島
振
興
基
金
、
減
債
基
金
、
地
球

に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
基
金
、

市
民
文
化
ホ
ー
ル
建
設
基
金
、
緑
の
基

金
、
体
育
施
設
整
備
基
金
が
廃
止
さ
れ

る
も
の
で
す
。

�

廃
止
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

�

財
政
課
長　

休
眠
状
態
の
基
金
が

あ
る
た
め
、
現
在
の
市
の
行
政
課

題
や
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
基
金
の
見

直
し
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

�

廃
止
さ
れ
た
基
金
は
ど
こ
へ
い
く

の
か
。

�

財
政
課
長　

主
に
都
市
施
設
整
備

基
金
と
公
共
施
設
保
全
基
金
に
積

み
立
て
、
共
栄
一
本
松
線
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
ご
み
焼
却
場
の
更

新
、
老
朽
化
し
て
い
る
公
共
施
設
の
保

全
等
、
優
先
度
の
高
い
施
策
の
実
施
に

議案第１号ＱＡＱＡ

委 員 会 審 査委 員 会 審 査

条 例

基金条例が見直され

新たに３つの基金条例が制定

されました


